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先
の
大
戦
で
は
、
２０
万
人
余
の
台

湾
出
身
者
が
日
本
軍
の
軍
属
と
し
て

加
わ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
約
３
万
人

が
犠
牲
に
な
り
、
約
１
万
５
千
人
が

行
方
不
明
と
さ
れ
て
い
る
。
平
和
祈

念
公
園
の
戦
没
者
刻
銘
碑
「
平
和
の

礎
」
に
は
沖
縄
戦
の
戦
没
者
と
し
て

３４
人
の
台
湾
出
身
者
の
名
前
が
刻
ま

れ
て
い
る
。
実
際
は
も
っ
と
多
く
い

る
と
さ
れ
る
が
、
調
査
が
思
う
よ
う

に
進
ん
で
い
な
い
の
が
現
状
だ
。

「
慰
霊
の
日
」の
２

日
後
の
２５
日
午
後
、

糸
満
市
摩
文
仁
の
平

和
祈
念
公
園
の
高
台

に
あ
る「
台
湾
の
塔
」

の
除
幕
式
と
第
４
回
台
湾
出
身
戦
没

者
慰
霊
祭
が
催
さ
れ
、
遺
族
や
台
湾

立
法
委
員
（
国
会
議
員
に
相
当
）、関

係
者
ら
約
６０
人
が
参
加
。
塔
の
完
成

を
祝
う
と
と
も
に
、
台
湾
出
身
者
の

御
霊
に
哀
悼
の
意
を
さ
さ
げ
た
。

台
湾
の
塔
は
高
さ
４
㍍
で
、
台
湾

の
地
図
が
描
か
れ
て
い
る
。
台
座
に

き
ご
う

は
「
総
統
・
蔡
英
文
」
の
揮
毫
が
あ

る
。
今
年
１
月
の
台
湾
総
統
選
で
国

民
党
か
ら
民
進
党
に
政
権
交
代
し
た

こ
と
で
建
立
が
加
速
、
「
政
府
の
事

実
上
の
お
墨
付
き
と
な
っ
た
」
と
関

係
者
は
喜
ぶ
。

塔
建
立
の
発
起
人
で
日
台
平
和
基

金
会
の
許
光
輝
理
事
長
は
、「
国
民
党

政
権
は
な
か
な
か
理
解
し
て
く
れ
な

か
っ
た
」と
振
り
返
る
。２
０
１
２
年

６
月
に
有
志
が
集
ま
り
沖
縄
県
議
会

に
「
台
湾
人
戦
没
者
慰
霊
の
塔
」
建

立
に
関
す
る
陳
情
書
を
提
出
。
そ
の

結
果
、
同
年
１０
月
に
全
会
一
致
で
承

認
さ
れ
た
。

と
こ
ろ
が
、

沖
縄
県
当
局
は

台
湾
政
府
ま
た

は
地
方
自
治
体

な
ど
台
湾
の
公

的
団
体
の
申
請

が
な
け
れ
ば
、

用
地
提
供
は
困
難
で
あ
る
と
の
立
場

を
取
っ
て
い
た
。こ
う
し
た
中
、航
空

作
戦
の
遺
族
ら
で
構
成
さ
れ
る
沖
縄

翼
友
会
（
玉
那
覇
徹
次
会
長
）が
昨

年
１１
月
、塔
建
立
の
趣
旨
を
理
解
し
、

同
会
が
管
理
す
る
「
空
華
の
塔
」
の

敷
地
内
に
用
地
提
供
し
た
。

志
願
兵
と
し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に

配
属
さ
れ
、
仕
事
で
沖
縄
と
関
わ
り

を
持
つ
楊
馥
成
さ
ん
は
「
塔
の
完
成

を
ず
っ
と
待
っ
て
い
た
。
よ
う
や
く

仲
間
を
祀
る
こ
と
が
で
き
て
う
れ
し

い
」
と
話
し
た
。

慰
霊
祭
に
は
、
学
生
団
体
ら
が
立

法
院
（
国
会
）
を
占
拠
し
た
「
ひ
ま

わ
り
学
生
運
動
」
の
流
れ
を
く
む
新

政
党
「
時
代
力
量
」
所
属
の
立
法
委

員
、
林
昶
佐
氏
と
高
潞
以
用
氏
が
参

列
し
た
。

林
委
員
は
、
「
全
世
界
が
第
２
次

世
界
大
戦
な
ど
戦
争
が
繰
り
返
さ
れ

た
歴
史
を
認
識
し
な
け
れ
ば
い
け
な

い
」
と
し
、
台
湾
の
若
者
に
真
実
を

知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
強
調
し
た
。

台
湾
の
最
大
原
住
民
で
あ
る
ア
ミ

族
出
身
の
高
潞
委
員
は
、
「
塔
が
で

き
る
こ
と
に
よ
っ
て
全
世
界
に
台
湾

を
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
大
戦

の
事
実
を
世
界
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と

は
う
れ
し
い
」
と
述
べ
た
。
そ
の
上

で
「
日
本
と
台
湾
は
運
命
共
同
体
。

７０
年
来
、
台
湾
と
日
本
の
意
思
疎
通

は
絶
え
る
こ
と
が
な
い
」
と
日
台
連

携
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

台
北
駐
日
経
済
文
化
代
表
処
那
覇

分
処
の
蘇
啓
誠
処
長
は
祝
賀
の
あ
い

さ
つ
で
「
塔
が
完
成
し
た
こ
と
で
御

霊
が
喜
ぶ
」
と
語
っ
た
。

親
族
が
日
本
軍
の
一
員
と
し
て
戦

っ
た
と
い
う
、
台
湾
の
人
気
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
鄭
弘

儀
さ
ん
も
参
列
。
「
台
湾
人
の
慰
霊

碑
を
建
立
し
な
け
れ
ば
先
人
た
ち
の

霊
を
治
め
る
こ
と
が
で
き
ず
悲
し
い

と
思
っ
て
い
た
。
平
和
祈
念
公
園
で

全
世
界
、
台
湾
の
子
孫
、
沖
縄
県
民

に
、
台
湾
が
大
東
亜
戦
争
に
参
戦
し

た
こ
と
を
知
ら
せ
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
塔
の
建
立
を
喜
ん
だ
。
中
国

の
覇
権
主
義
を
警
戒
す
る
鄭
さ
ん

は
、
「
昔
も
今
も
今
後
も
日
台
は
協

力
す
べ
き
だ
」と
述
べ
た
上
で
、「
日

本
は
米
国
と
同
じ
よ
う
な
（
事
実
上

の
軍
事
同
盟
で
あ
る
）
台
湾
関
係
法

を
制
定
し
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
た
。

「
韓
国
人
慰
霊
塔
が
１
９
７
５
年
、

平
和
祈
念
公
園
に
建
立
さ
れ
て
い
る

の
に
、
台
湾
の
慰
霊
塔
が
な
い
の
は

お
か
し
い
」
と
い
う
思
い
で
、
台
湾

の
塔
の
実
現
の
た
め
に
５
年
間
、
台

湾
と
沖
縄
の
関
係
各
所
を
行
き
来
し

た
許
理
事
長
は
除
幕
式
を
終
え
、
胸

を
な
で
下
ろ
し
た
。
今
後
、
塔
の
周

辺
整
備
を
行
っ
た
上
で
、
８
月
１５
日

の
終
戦
記
念
日
に
は
日
台
の
若
者
に

よ
る
友
好
コ
ン
サ
ー
ト
を
沖
縄
で
開

催
す
る
こ
と
を
希
望
し
て
い
る
。

沖
縄
戦
の
追
悼
施
設
で
あ
る
沖
縄
県
平
和
祈
念
公
園
（
同
県
糸
満
市
）
に
２５
日
、
台
湾
出
身
者
の
戦
没
者
を

ま
つ祀
る
「
台
湾
の
塔
」
が
完
成
し
た
。
平
和
祈
念
公
園
に
は
各
都
道
府
県
な
ど
の
慰
霊
塔
に
加
え
、
韓
国
人
慰
霊

塔
も
あ
る
が
、
台
湾
人
慰
霊
塔
は
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
。
沖
縄
戦
が
終
結
し
て
か
ら
７１
年
。
台
湾
人
も
日
本
と

共
に
戦
っ
た
こ
と
の
証
し
に
な
る
と
し
て
、
関
係
者
は
喜
ん
で
い
る
。

（
那
覇
支
局
・
豊
田

剛
）

沖沖縄縄戦戦かからら７７１１年年�台台湾湾のの塔塔�がが完完成成 沖縄県平和祈念公園

�慰霊の日�テーマに小中高生の作品展

慰霊の日に合わせ、沖縄県内の小中高生から募集さ
れた児童・生徒の平和メッセージの図画、作文、詩の
入選作品が沖縄県平和祈念公園（糸満市）内の平和祈
念資料館で展示された。高校の部で最優秀賞を受賞し
たのは、浦添工業高校３年生の松田夏姫さんによる図
画「イノル」＝写真右＝。

沖
縄
戦
の
組
織
的

な
戦
闘
が
終
結
し
た

と
さ
れ
る
１
９
４
５

年
６
月
２３
日
か
ら
、

７１
年
目
を
迎
え
た
今

年
の
「
慰
霊
の
日
」。

糸
満
市
の
沖
縄
県
平

和
祈
念
公
園
で
は
、
県
主
催
の
沖
縄

全
戦
没
者
追
悼
式
が
催
さ
れ
た
。

米
国
籍
の
元
軍

人
に
よ
る
残
虐
な

女
性
殺
人
遺
棄
事

件
が
発
生
し
て
間
も
な
い
中
の
開
催

と
な
り
、
翁
長
雄
志
知
事
は
平
和
宣

言
の
中
で
、
海
兵
隊
の
削
減
を
含
む

米
軍
基
地
の
整
理
縮
小
を
強
く
求
め

た
。キ

ャ
ロ
ラ
イ
ン
・
ケ
ネ
デ
ィ
大
使

は
３
年
連
続
で
参
列
し
、
献
花
。
メ

ッ
セ
ー
ジ
を
在
日
米
国
大
使
館
を
通

じ
て
発
表
し
た
。

「
私
た
ち
は
、
皆
の
記
憶
に
刻
ま

れ
て
い
る
戦
い
で
命
を
落
と
し
た
幾

多
の
人
々
を
追
悼
し
ま
す
。
地
域
お

よ
び
世
界
の
平
和
と
和
解
に
向
け
協

力
す
る
こ
と
で
、
犠
牲
者
に
敬
意
を

表
し
ま
す
」

そ
れ
に
先
立
ち
、
米
国
出
身
の
戦

没
者
の
名
前
が
刻
銘
さ
れ
て
い
る

「
平
和
の
礎
」
で
米
軍
福
利
厚
生
当

局
主
催
の
慰
霊
祭
が
行
わ
れ
、
約
２０

人
の
海
兵
隊
員
を
は
じ
め
米
国
出
身

者
が
参
列
し
た
。

そ
の
中
で
在
沖
米
軍
ト
ッ
プ
の
ロ

ー
レ
ン
ス
・
ニ
コ
ル
ソ
ン
中
将
は
、

２２
日
に
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
２
発
が

発
射
さ
れ
た
こ
と
に
触
れ
た
上
で
、

「
日
米
同
盟
を
さ
ら
に
強
固
な
も
の

に
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
強
調
し

た
。
続
い
て
、
ジ
ョ
エ
ル
・
エ
レ
ン

ラ
イ
ク
在
沖
米
総
領
事
は
、
「
オ
バ

マ
大
統
領
が
広
島
で
演
説
し
た
目
的

は
平
和
の
世
界
を
つ
く
る
た
め
で
あ

り
、
２
カ
国
が
協
力
し
合
っ
て
良
い

世
界
を
つ
く
っ
て
い
こ
う
」
と
呼
び

掛
け
た
。

正
午
の
合
図
に

合
わ
せ
て
沖
縄
全

戦
没
者
追
悼
式
が

始
ま
っ
た
が
、
昨
年
に
続
い
て
参
列

者
の
マ
ナ
ー
の
悪
さ
が
目
立
っ
た
。

来
賓
あ
い
さ
つ
で
安
倍
首
相
が
事

件
に
触
れ
る
と
「
お
ま
え
が
や
っ
た

ん
だ
ろ
」と
低
劣
な
ヤ
ジ
が
飛
ん
だ
。

翁
長
氏
が
基
地
問
題
に
触
れ
る
と
過

剰
な
拍
手
や
指
笛
が
鳴
る
な
ど
、
荒

れ
た
雰
囲
気
と
な
っ
た
。

（
Ｔ
）

�
や
っ
と
仲
間
を
祀
れ
る
�

日
米
同
盟
と�
慰
霊
の
日
�

除幕式でロープを引く参列者＝２５日、沖縄県糸満
市の平和祈念公園

台
湾
之
塔
は
、
先
の
大
戦
に
台
湾
か
ら

参
戦
し
散
華
さ
れ
た
軍
人
軍
属
な
ど
の
御

霊
を
慰
霊
・
顕
彰
す
る
碑
で
あ
り
ま
す
。

本
来
在
る
べ
き
摩
文
仁
の
丘
に
戦
後
７０
年

も
の
間
、
建
て
ら
れ
ず
に
い

た
事
に
心
を
痛
め
た
日
台
両

地
の
有
志
の
浄
財
を
集
め
る

こ
と
に
よ
り
建
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

当
時
台
湾
か
ら
勇
ん
で
参
戦
し
た
２０
万

余
の
軍
属
軍
人
の
内
、
約
３
万
柱
の
戦
没

者
と
１
万
５
千
余
人
の
行
方
不
明
者
は
、

共
に
我
々
の
同
胞
で
し
た
。
時
代
が
変
わ

ろ
う
と
、
人
が
自
ら
の
命
を
犠
牲
に
し
て

他
者
を
救
わ
ん
と
し
た
行
為
は
、
民
族
や

国
家
の
如
何
を
問
わ
ず
、
人
道
の
範
と
し

て
称
さ
れ
語
り
継
が
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

建
立
地
と
な
っ
た
こ
の
土
地
は
、「
戦
時

中
の
御
恩
返
し
の
一
端
と
な
り
日
本
と
台

湾
の
交
流
・
日
台
親
善
の
懸
橋
と
も
な
れ

ば
是
に
過
ぎ
る
も
の
は
な
い
」と
し
て
、沖

縄
翼
友
会
よ
り
提
供
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
に
日
台
間
の
恩
義
に
よ
り
結
ば
れ
る

絆
が
、
ア
ジ
ア
と
世
界
の
人
々
の
希
望
と

成
ら
ん
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

此
処
に
台
湾
之
塔
の
建
立
を
も
っ
て
御

霊
の
安
ら
か
ん
こ
と
を
願
い
、
こ
の
塔
を

訪
れ
る
全
て
の
人
々
が
先
人
の
恩
義
に
優

る
交
流
を
心
掛
け
ら
れ
る
事
を
祈
念
致
し

ま
す
。

立法委員２人参列 慰
霊
祭
後
の
直
会
で
あ
い
さ
つ
す
る

林
昶
佐
立
法
委
員＝

２５
日
、
沖
縄
県

糸
満
市
の
平
和
祈
念
公
園

日台連携の
重要性強調

�
台
湾
の
塔
�に
刻
ま
れ
て
い
る
碑
文

台

湾

出
身
兵 ▼

小
学
生
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ

ン
テ
ス
ト

７
月
２
日（
土
）

午
後
１
時
開
始
、
沖
縄
県
立

博
物
館
・
美
術
館
講
堂
（
那

覇
市
）
で
。
那
覇
市
内
の
４

年
生
か
ら
６
年
生
が
「
私
の

夢
�
世
界
へ
の
挑
戦
�
」
を

テ
ー
マ
に
演
説
す
る
。
英
語

ス
ピ
ー
チ
力
と
自
己
表
現
力

を
ア
ピ
ー
ル
す
る
場
。
国
際

交
流
に
関
心
を
高
め
、
グ
ロ

ー
バ
ル
人
材
育
成
な
ど
を
目

的
と
す
る
。
入
場
無
料
。
問

い
合
わ
せ＝

一
般
社
団
法
人

那
覇
青
年
会
議
所
（
電
）
０

８
０
（
８
５
８
）
１
１
１

０
。

▼
現
代
版
組
踊
「
肝
高
の
阿

麻
和
利
」
７
月
公
演

２
日

（
土
）
と
３
日
（
日
）、き
む

た
か
ホ
ー
ル
（
う
る
ま
市
）

で＝

写
真＝

。
現
代
音
楽
と

ダ
ン
ス
を
取
り
入
れ
て
、
勝

連
城
１０
代
目
城
主
「
阿
麻
和

利
」
の
半
生
を
描
く
、
い
わ

ば
「
沖
縄
版
ミ

ュ
ー
ジ
カ
ル
」。

入
場
料＝

一
般

２
５
０
０
円
、
高
校
生
以
下

２
０
０
０
円
。
問
い
合
わ
せ

＝

あ
ま
わ
り
浪
漫
の
会

（
電
）
０
９
８
（
９
７
８
）

０
６
０
８
。

▼
ピ
ー
ス
フ
ル
ラ
ブ
・
ロ
ッ

ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

９
日

（
土
）と
１０
日（
日
）両
日
午
後

１
時
開
場
、
コ
ザ
運
動
公
園

内
闘
牛
場
（
沖
縄
市
）
で
。

夏
恒
例
の
県
内
最
大
級
の
野

外
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス
。
シ
ー
ナ

＆
ロ
ケ
ッ
ツ
、紫
、Ｊ
Ｅ
Ｔ
、

Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｅ

Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｇ

Ｅ
な
ど
県
内
外
で
著
名
な
バ

ン
ド
が
多
く
参
加
す
る
。
入

場
料＝

３
５
０
０
円
（
前
売

り
）。問
い
合
わ
せ＝

ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
タ
ウ
ン
音
市
場

（
電
）
０
９
８
（
９
３
２
）

１
９
４
９
。

催

し

日本と共に戦った証しに

（１２）�第３種郵便物認可�平成��年（2016 年）�月��日

）

水曜日）


